
　工業都市として発展してきた本市
は、かつて公害問題に悩んだ時期も
ありましたが、現在は様変わりして
います。工場のあった跡地には、先端
産業の研究機関が集積するとともに、
マンションなどの宅地開発が進みま
した。交通の利便性も高く、今では、
「選ばれるまち」として人口が増え続
けています。子どもの増加には学校
を新設して対応していますが、教員
不足などの課題も生じています。
　本市の教育施策の土台にあるのは、
多様性の尊重です。歴史的に在日韓
国・朝鮮人が多い地域であることに
加えて、近年は、外国人の人口増加
に伴って子どもの多国籍化が進んで
います。市内の小・中学校には２０を
超える言語を母語とする子どもが通
い、日本語の指導が必要な子どもは、
この７年間で３．７倍に増えました。そ
のため、今までの国際教室による対
応のスキームに加え、母語による日
本語初期支援、国際教室未設置校へ
の非常勤講師の派遣など、個別指導
体制の充実に努めています。

　本市では、そのような多様性を生
かすことを重視してきました。教育
施策の重点を定めた「かわさき教育
プラン」でも、基本目標の１つに「共
生・協働」を掲げ、「個人や社会の多
様性を尊重し、それぞれの強みを生
かし、ともに支え、高め合える社会
の実現をめざし、共生・協働の精神
を育むこと」を目指しています。
　多様な背景を持つ子どもが共生し、
互いを尊重し合えるように、人権尊
重教育をあらゆる教育活動の根幹に
位置づけ、長年にわたり実践を積み
重ねてきました。今、新型コロナウ
イルスに関連した差別や偏見が問題
視されていますが、本市の学校では
今のところ大きな問題は起こってい
ません。それも、これまでの人権尊
重教育の成果の１つと捉えています。
　多様な子どもたちの共生・協働を
支えるのは、基本的な人間関係を構
築する力です。しかし現代では、家
庭や地域社会でかつてのような様々
な経験を積む機会が減ったため、そ
の力が十分に身につかないまま小学
校に入学し、クラスや学校で集団生
活を送ることがままならないケース
が生じています。特に、地域とのか

かわりが希薄になりがちな都市部ほ
どその課題は大きく、本市でも子ど
もの自己肯定感が全国平均に比べて
かなり低かった時期がありました。
集団内で自分らしさを発揮しづらい
ことが、一因としてあったと考えて
います。
　そこで、家庭や地域で積み残した
経験を学校で意図的・計画的に補お
うと、２０１０年度、全市立学校に「か
わさき共生＊共育プログラム」を導
入しました。年間６時間を標準とし、
自己理解や自己表現、他者理解、コ
ミュニケーションスキルなどを学ぶ
エクササイズを通じて、人間関係づ
くりの体験を小学１年生から積み上
げていきます。また、個人と集団の
状況を把握するために、簡単なアン
ケートとその結果をプログラム処理
して散布図の形で可視化した「効果
測定」も活用し、日常の学級づくり
と関連させた取り組みを進めること
が、学校生活の満足度や自己肯定感
の向上などにつながっています。

　２０１３年度からは、独自の「キャ
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リア在り方生き方教育」にも力を入
れてきました。そこでも共生・協働
を重視し、さらにシビックプライド
の醸成を図るため、①個性・持ち味
を最大限に発揮しながら、②共生・
協働の精神を養い、③郷土を愛し、
ふるさと川崎の将来の担い手を育成
する取り組みを行っています。高校
や大学を卒業後、東京や横浜など市
外に出る人も多くいますが、地域の
よさや可能性を深く理解することで、
やがて本市に戻り、市の発展に貢献
してくれることを期待しています。
　「キャリア在り方生き方教育」では、
「つなぐ」をキーワードとして、家庭
や地域、社会との連携も重視してい
ます。それに加え、今は持続可能な
まちづくりに向けて、ＳＤＧｓ＊と結
びつけた活動の充実を図っています。
本市は、長年行ってきた公害問題対
策など、持続可能な社会の実現に向
けた取り組みが評価され、２０１９年
度に内閣府の「ＳＤＧｓ未来都市」に

選定されました。そうした地域の資
源を、積極的に教育に生かしていく
考えです。
　また、学校が様々な課題に迅速・
適切に対応できるよう、２００８年度
から７行政区の各区役所に教育担当
の職員を置き、区役所の関係部署と
連携して、学校支援や保護者支援、
定期的な学校訪問など、地域の実態
に応じた支援をきめ細かく行ってい
ます。さらに、２０１６年度からは区
民の様々なケアを担う「みまもり支
援センター」内への配置とし、福祉・
医療部門を始めとした関係部署や関
係機関との連携をさらに強め、様々
な事案に速やかに対応できるように
しました。

　令和時代の教育を考えると、変化
への対応がこれほど求められている
時代は、恐らく明治期の学制発布以

来初めてでしょう。それだけに、不
易と流行の見極めがこれまで以上に
重要であると考えています。
　３０年先に学校がどのような変容を
遂げているかは予測困難ですが、対
話や相互の関係性の上に成り立つ共
生的・協働的な学びは、教育の不易
であり、学校の重要な意義であり続
けるでしょう。今後もキャリア教育
などを一層充実させて、多様な存在
を受け入れ、他者を思いやる想像力
を持つ子どもを育むという方針は変
わらないと考えます。
　一方で、社会の変化に合わせて発
想を変え、思い切った新たな視点を
取り入れることも重要になるでしょ
う。その１つが「ＧＩＧＡスクール構
想」であり、理想の授業や教育活動
を実現するためのチャンスにほかな
らないと捉えています。これからも、
教職員がワクワクしながら新たな教
育を生み出し、チャレンジしたくな
る環境づくりに努めていきます。
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◎神奈川県北東部に位置する政令指定都市。戦前より京浜工業地帯の中核として、日本経済の発展を支えてきた。近年は重化
学工業から研究開発型のものづくりの拠点へと移行しつつある。人口増加が続き、2030年には158万人になると予想されて
いる。　人口　約154万人　面積　約144.35㎢　市立学校数　小学校114校、中学校52校、特別支援学校４校、高校９校　児童生
徒数　約10万8,800人　電話　044-200-3261（教育委員会総務部）　URL　https://www.city.kawasaki.jp/880/

神奈川県川崎市
プロフィール

＊　Sustainable Development Goals の略。2015年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17の目標と169のターゲットから成る。

教育の不易を見定めつつ
新たなチャレンジを続ける


